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報  告  

 

阪 南 ２ 区 連 絡 橋 の 施 工  

― フ ロ ー テ ィ ン グ ク レ ー ン に よ る 大 ブ ロ ッ ク 架 設 ―  
 

                                         林  久 智 ＊  玉 田  和 也 ＊ ＊  真 嶋  敬 太 ＊ ＊ ＊  

 

阪 南 ２ 区 連 絡 橋 （ 供 用 時 ： 岸 之 浦 大 橋 ） は ， 橋 長 350m の ３ 径 間 連 続 鋼 床 版 箱 桁 橋 で あ る 。

本 橋 は 付 属 物 が DB（ デ ザ イ ン ビ ル ド ） で 発 注 さ れ ， 総 設 計 費 の 縮 減 が 図 ら れ て い る 。 ま た ，

架 設 に つ い て は 阪 南 港 の 航 路 閉 鎖 時 期 を 短 縮 す る た め に ， フ ロ ー テ ィ ン グ ク レ ー ン （ FC） に

よ る 大 ブ ロ ッ ク 架 設 を 採 用 し た 。  

海 上 輸 送 を 前 提 に 主 桁 ブ ロ ッ ク は 最 大 60ton 程 度 と し ， 工 場 内 で の 移 動 や ， 全 断 面 溶 接 な

ど 工 場 製 作 上 も 特 徴 の あ る 橋 梁 で あ る 。 ま た ， 耐 風 安 定 性 に 対 し て 詳 細 な 検 討 が 必 要 で あ る

と 判 断 さ れ た た め ， 模 型 に よ る 風 洞 実 験 を 実 施 し ， 耐 風 プ レ ー ト ， お よ び 制 震 装 置 （ TMD）

が 設 置 さ れ て い る 。  

本 文 で は ， 阪 南 ２ 区 連 絡 橋 の 設 計 ， 製 作 ， 架 設 に つ い て 紹 介 す る 。  

 

キ ー ワ ー ド ：  DB（ デ ザ イ ン ビ ル ド ）， 風 洞 実 験 ， 全 断 面 溶 接 ， FC 架 設  

 

ま え が き  
 
岸 和 田 市 地 蔵 浜 町 と 新 た な 埋 立 地 阪 南 ２ 区 （ 愛

称 ： ち き り ア イ ラ ン ド ） を 結 ぶ 阪 南 ２ 区 連 絡 橋 （ 図

-1） は ， 大 阪 府 港 湾 局 発 注 の ３ 径 間 連 続 鋼 床 版 箱

桁 橋 で あ る 。  

本 橋 は 阪 南 港 を 行 き 交 う 船 舶 の た め に 130m の

航 路 幅 を 確 保 す る 必 要 が あ り ， 計 画 段 階 で は ，“ つ

り 橋 ”，“ 斜 張 橋 ”，“ ア ー チ 橋 ” な ど の 形 式 も 考 え

ら れ た が ， 暫 定 系 で の 供 用 が 可 能 で ， 最 も 経 済 的

と な る 今 回 の 形 式 が 採 用 さ れ た 。  

 

１ ． 工 事 概 要  
 
本 工 事 の 設 計 条 件 を 下 記 に 示 す 。  

道 路 規 格 ： 第 3 種  第 ２ 級  

設 計 速 度 ： V=60km/h 

設 計 荷 重 ： B 活 荷 重  

橋   長 ： 350m 

支  間  長 ： 99m＋ 150m＋ 99m 

有 効 幅 員 ：（ 7.25m＋ 1.25m） ＋ （ 7.25m＋ 3.5m） 

 

 

腹  板  高 ： 3.000ｍ ～ 6.000ｍ  

な お ， 今 回 の 工 事 で は 暫 定 系 と し て ， 7.25ｍ ＋  

3.5ｍ 側 の 橋 梁 の 施 工 と な っ て お り ， 総 鋼 重 は

2,010ton で あ る 。  

発 注 は ３ 工 区 に 分 割 さ れ て お り ， 阪 南 ２ 区 側 の

径 間 を 駒 井 鉄 工 ㈱ ・ 日 立 造 船 ㈱ 共 同 企 業 体 が 受 注

し た （ 図 -2）。  

本 工 事 の 工 程 を 図 -3 に 示 す 。  

＊ 工 事 部 大 阪 工 事 一 課 副 課 長  ＊ ＊ 設 計 部 大 阪 設 計 一 課 係 長  ＊ ＊ ＊ 設 計 部 大 阪 設 計 一 課  

図 -1 橋 梁 位 置 図  
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２ ． 設 計 上 の 特 徴  
 
本 橋 の 設 計 上 の 特 徴 を ， 以 下 に 述 べ る 。  

 

（ １ ） 耐 風 対 策 検 討  

本 橋 の 橋 梁 形 式 は 中 央 径 間 150m の ３ 径 間 連 続

桁 で あ り ， 幅 員 と 桁 高 の 比 が ３ 以 下 の 断 面 で た わ

み や す い 構 造 と な っ て い る 。  

そ の た め ， 耐 風 設 計 便 覧 １ ） に よ り 耐 風 安 定 性 の

照 査 を 行 っ た 結 果 ， 発 散 振 動 で あ る ギ ャ ロ ッ ピ ン

グ に 対 す る 詳 細 な 検 討 が 必 要 と な っ た 。 そ こ で ，

風 洞 実 験 を 実 施 し て 耐 風 安 全 性 に つ い て の 検 討 を

行 い ， 風 に 対 す る 振 動 特 性 の 確 認 と ， 耐 風 制 震 対

策 の 選 定 ， な ら び に 性 能 確 認 を 行 っ て い る 。  

一 般 に ， 本 橋 の よ う な 条 件 の 桁 橋 で は ， ギ ャ ロ

ッ ピ ン グ と 限 定 振 動 の 発 現 が 観 測 さ れ て い る 。 発

散 振 動 で あ る ギ ャ ロ ッ ピ ン グ に 対 し て は ， 耐 風 プ

レ ー ト に よ り 風 の 流 れ を 変 化 さ せ る 空 力 的 対 策 が

施 さ れ る 。 ま た ， 限 定 振 動 で あ る 渦 励 震 に 対 し て

は ， 制 震 装 置 に よ り 付 加 構 造 減 衰 を 与 え る 構 造 力

学 的 対 策 が と ら れ る 。  

本 橋 は ， 風 洞 実 験 の 結 果 よ り ギ ャ ロ ッ ピ ン グ に

対 し て 耐 風 プ レ ー ト を 設 置 （ 写 真 -1） す る も の と

し ， 限 定 振 動 に 対 す る 制 震 装 置 と し て TMD 

（ T
．

uned M
．

ass D
．

amper 写 真 -2） を 採 用 し た 。  

 

（ ２ ） 設 計 Ｄ Ｂ （ デ ザ イ ン ビ ル ド ） 方 式 の 採 用  
本 橋 の 発 注 は ， 詳 細 設 計 費 の 縮 減 ， な ら び に 施

工 業 者 の 技 術 力 を 活 用 す る 目 的 と し て ， 付 属 物 に

つ い て 詳 細 設 計 付 き 発 注 方 式 （ デ ザ イ ン ビ ル ド ）

を 採 用 し て い る 。  

詳 細 設 計 の 結 果 ， 排 水 装 置 ， 検 査 路 ， 地 覆 に 関

し て 基 本 設 計 か ら の 構 造 変 更 を 行 っ た 。  

具 体 的 に は 次 の と お り で あ る 。  

排 水 装 置 ⇒ 直 下 式 で あ っ た 流 末 部 の 構 造 に つ い て ，

航 路 の 安 全 性 を 考 慮 し て 放 射 状 に 散

水 さ せ る 構 造 に 変 更 。  

完 成 時  後 施 工 橋 梁 暫 定 時  先 施 工 橋 梁

中 間 支 点 上 断 面

図 -2 構 造 一 般 図  

2001年 2002年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

設   計

原   寸

製 作 加 工

地 組 立 て

現 場 架 設

舗   装

図 -3 工 事 工 程  



駒 井 技 報 Vol.22 

－ 58－  

検 査 路 ⇒ 製 作 性 を 考 慮 し た ，合 理 化 タ イ プ を 採 用 。 

地  覆 ⇒ コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ 対 策 と し て ， 完

全 目 地 の 追 加 ， 膨 張 コ ン ク リ ー ト の 採 用

等 に 加 え ， 溶 接 金 網 を 追 加 。  

 

（ ３ ） 景 観 設 計  

岸 和 田 市 都 市 景 観 条 例 第 3 条 の 規 定 に よ り ，「 景

観 形 成 ガ イ ド ラ イ ン Ⅲ 」，「 色 彩 景 観 マ ニ ュ ア ル 」

に 基 づ き 景 観 設 計 を 行 っ た 。  

基 本 方 針 は 次 の ２ 点 で あ る 。  

① 周 辺 環 境 に な じ む ， あ ま り 目 立 た な い 色 彩 で

あ る こ と 。  

② や さ し く ， 爽 や か な ， 明 る い 印 象 を 与 え る 色

彩 で あ る こ と 。  

こ れ ら ２ 点 を 満 足 す る 案 と し て ， PLAN-A《 黄

色 ： 5Y8.5/6.0》， PLAN-B《 緑 色 ： 10GY8/4》，

PLAN-C《 白 色 ： 5PB9/0.5》 を 提 案 し ， 岸 和 田 市

景 観 委 員 会 の 意 見 も 参 考 に PLAN-A を 採 用 す る こ

と と な っ た 。  

 

（ ４ ） 動 的 解 析  

本 橋 は 免 震 支 承 を 採 用 す る こ と で ， 阪 神 淡 路 大

震 災 ク ラ ス の 地 震 に 対 し て も 安 全 性 を 確 保 す る よ

う 動 的 解 析 に よ り 設 計 さ れ て い る 。  

 

３ ． 工 場 製 作  
 
本 橋 は ， 海 上 輸 送 に よ る 大 ブ ロ ッ ク 架 設 を 前 提

に ， 工 場 製 作 の ブ ロ ッ ク を 大 型 化 （ 最 大 ブ ロ ッ ク

重 量 60ton） す る こ と で 製 作 コ ス ト の 削 減 を 図 っ

て い る 。 大 ブ ロ ッ ク 架 設 の た め ， 受 注 ６ 社 の 工 場

で 製 作 さ れ た ブ ロ ッ ク は 各 JV 単 位 で ３ つ の 大 ブ

ロ ッ ク に 地 組 立 て を 行 っ た 。  

地 組 立 て に お い て ， 特 に 配 慮 し た ヤ ー ド 溶 接 の

手 法 に つ い て 以 下 に 述 べ る 。  

 

（ １ ） 溶 接 方 法  

各 社 で 製 作 し た 単 ブ ロ ッ ク を 地 組 立 て ヤ ー ド へ

搬 入 し ， 鋼 床 版 ・ ウ ェ ブ ， 下 フ ラ ン ジ を ヤ ー ド 溶

接 に て 接 合 し た 。  

鋼 床 版 の 溶 接 は 裏 当 材 を 用 い た “ サ ブ マ ー ジ ア

ー ク 溶 接 法 ”に よ る 片 面 裏 波 溶 接 に よ り 施 工 し た 。

ま た ， ウ ェ ブ は 3～ 6m と 非 常 に 高 い た め ， 溶 接 効

率 を 考 慮 し て 裏 当 材 と 水 冷 銅 板 を 用 い た “ エ レ ク

ト ロ ガ ス ア ー ク 溶 接 法 ” に よ る 自 動 溶 接 と し た 。

下 フ ラ ン ジ に つ い て は ， 主 に “ 炭 酸 ガ ス ア ー ク 溶

接 法 ” に よ る 半 自 動 溶 接 と し た が ， 狭 隘 な 箇 所 に

つ い て は “ 被 覆 ア ー ク 溶 接 法 ” と し た 。  

 

（ ２ ） 拘 束 溶 接  

鋼 床 版 に お い て ， 橋 軸 方 向 と 橋 軸 直 角 方 向 の 溶

接 線 が 交 差 す る 部 分 で は ， 橋 軸 方 向 2 ブ ロ ッ ク 分

を 先 行 溶 接 す る た め ， 橋 軸 方 向 １ 線 あ た り の 始 終

端 近 傍 の 橋 軸 直 角 方 向 開 先 を 100mm 以 上 “ 炭 酸

ガ ス ア ー ク 溶 接 法 ” に て 拘 束 溶 接 を 行 っ た 。  

橋 軸 方 向 の 溶 接 終 了 後 に 拘 束 溶 接 を 除 去 し ， ガ

ス 切 断 ， グ ラ イ ン ダ な ど で 橋 軸 直 角 方 向 の 開 先 を

成 型 し た あ と ， 橋 軸 直 角 方 向 の 溶 接 を 行 っ た 。  

ま た ， 拘 束 溶 接 と 本 溶 接 の 会 合 部 は ア ー ク エ ア

ガ ウ ジ ン グ ， グ ラ イ ン ダ な ど で 拘 束 溶 接 の ビ ー ド

を 除 去 し ，平 滑 に 傾 斜 さ せ て か ら 本 溶 接 を 行 っ た 。 

 

（ ３ ） 溶 接 検 査  

溶 接 部 の 品 質 検 査 は ， 原 則 と し て “ 自 動 超 音 波

探 傷 法 （ AUT）” と し た が ， AUT の 機 器 が 部 材 と

干 渉 し て 検 査 不 能 な 箇 所 に つ い て は “ 手 動 超 音 波

探 傷 （ MUT）” と し た 。  

検 査 箇 所 は ， 鋼 床 版 で は 継 手 始 終 端 ， ワ イ ヤ ー

継 ぎ 部 を 含 め た 継 手 全 長 の 40%以 上 を 超 え る 範

写 真 -1 風 洞 実 験 に よ る 耐 風 プ レ ー ト の 性 能 確 認  

写 真 -2 Ｔ Ｍ Ｄ  
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囲 と し た 。  

ま た ， ウ ェ ブ ， 下 フ ラ ン ジ で は 継 手 全 長 を 対 象

範 囲 と し た 。  

 

４ ． 現 場 架 設  
 
本 橋 の 架 設 位 置 は 地 蔵 浜 水 路 上 で 多 く の 船 舶 の

航 路 に な っ て い る た め ， 海 中 に ベ ン ト を 設 置 す る

こ と が 困 難 で あ っ た 。  

ま た ，“ 張 出 し 工 法 ”，“ ケ ー ブ ル ク レ ー ン 工 法 ”

で は 長 期 間 に わ た り 航 路 を 閉 鎖 す る 必 要 が あ る 。  

こ れ ら の 条 件 を 満 た す も の と し て ，“ フ ロ ー テ ィ

ン グ ク レ ー ン に よ る 大 ブ ロ ッ ク 架 設 工 法 ” が 採 用

さ れ た 。  

 

（ １ ） 架 設 ス テ ッ プ  

本 橋 は ， フ ロ ー テ ィ ン グ ク レ ー ン を 使 用 し た 大

ブ ロ ッ ク 架 設 に よ り ， 応 力 調 整 を 伴 う モ ー メ ン ト

連 結 法 に て 架 設 を 行 っ た 。  

架 設 ス テ ッ プ を 図 -4 に 示 す 。 ま た ， 架 設 状 況 を

写 真 -3～ 6 に 示 す 。  

 

 

写 真 -3 阪 南 ２ 区 側 ブ ロ ッ ク の 架 設  

写 真 -4 地 蔵 浜 側 ブ ロ ッ ク の 架 設  

写 真 -5 中 央 径 間 ブ ロ ッ ク の 架 設  

写 真 -6 セ ッ テ ィ ン グ ビ ー ム  

STEP-1 阪 南 ２ 区 側 大 ブ ロ ッ ク の 架 設

     （ 124.8m， 738ton）

↓
STEP-2 地 蔵 浜 側 大 ブ ロ ッ ク の 架 設

    （ 125.3m， 738ton）

↓
STEP-3 中 央 径 間 大 ブ ロ ッ ク の 架 設

    （ 97.7m， 534ton）

↓
STEP-4 大 ブ ロ ッ ク の 連 結 （ １ ）

↓
STEP-5 セ ッ ト フ ォ ア

↓
STEP-6 大 ブ ロ ッ ク の 連 結 （ ２ ）

↓

↓
STEP-7 Ｆ Ｃ 解 放

  ↓

↓
架 設 完 了

正 規 支 承 位 置 に セ ッ ト し ， P2橋 脚 上 の 支 承 を 仮 固 定

P0橋 脚 方 向 に 200mmセ ッ ト バ ッ ク し て 架 設

セ ッ テ ィ ン グ ビ ー ム に よ り 側 径 間 ブ ロ ッ ク で 仮 支 持

FCの ク レ ー ン 操 作 に よ り 仕 口 を 合 せ モ ー メ ン ト 連 結

阪 南 ２ 区 側 ブ ロ ッ ク と 中 央 径 間 ブ ロ ッ ク を 連 結 （ J23）

J14本 締 め

地 蔵 浜 側 ブ ロ ッ ク を 正 規 位 置 ま で セ ッ ト フ ォ ア

応 力 調 整 の た め P0橋 脚 上 180mmジ ャ ッ キ ア ッ プ

地 蔵 浜 側 ブ ロ ッ ク と 中 央 径 間 ブ ロ ッ ク を 仮 締 め （ J14）

P0ジ ャ ッ キ ダ ウ ン 後 Ｆ Ｃ 解 放

図 -4 架 設 ス テ ッ プ 図  
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１ ） Ｆ Ｃ 架 設  

今 回 の 架 設 で は 1,300ton 級 の フ ロ ー テ ィ ン

グ ク レ ー ン を 使 用 し た 。 吊 り 上 げ 時 の 重 心 の 算

出 に あ た っ て ， 本 工 区 は 平 面 線 形 で 曲 線

（ R=1,000m） 区 間 に あ る こ と ， お よ び 桁 高 が

変 化 し て い る 影 響 に 留 意 す る 必 要 が あ っ た 。  

 

２ ） 橋 面 施 工  

橋 面 工 と し て は 地 覆 ， 中 央 分 離 帯 側 防 護 柵 ，

歩 車 道 防 護 柵 ， お よ び 歩 道 用 高 欄 の 設 置 が 施 工

範 囲 で あ っ た 。  

な お ， 航 路 用 の 橋 梁 灯 は 架 設 直 後 か ら 作 動 す

る 必 要 が あ る こ と ， 正 規 の 配 電 ま で に 時 間 が か

か る こ と な ど か ら 太 陽 光 発 電 装 置 を 設 置 し て そ

の 電 源 と し た 。  

 

 
 

あ と が き  
 
本 橋 は 平 成 14 年 12 月 ， 無 事 故 ， 無 災 害 の う ち

に 竣 工 を 果 た し ， 舗 装 工 事 に つ い て も 年 内 に 終 了

し て ， 供 用 開 始 を 待 つ ば か り で あ る 。  

Ｆ Ｃ 大 ブ ロ ッ ク 架 設 の 際 は ， 多 く の 方 に 見 学 に

来 て い た だ き ， 地 元 小 学 校 に お い て も 本 橋 に 関 す

る 説 明 会 を 開 催 さ せ て い た だ い た 。  

最 後 に ， 本 工 事 の 施 工 に あ た り ご 指 導 い た だ い

た 大 阪 府 港 湾 局 ， な ら び に 阪 南 港 湾 事 務 所 の 皆 様

に 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。  
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